
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所名 
社会福祉法人 森友会 
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福祉サービス第三者評価結果 

 

①第三者評価機関名           ②第三者評価実施期日 

       

 

③事業者情報 

名 称：社会福祉法人 森友会     かがやきの森こども園 

種 別：保育所型認定こども園 

代表者氏名： 定員（利用人数）１０５名（９７名） 

所在地：〒870-0025大分市顕徳町２丁目２－４１ 

T E L ：０９７－５３６－６００８ 

 

④総評 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉サービス評価センターおおいた 令和２年１１月２５日 

 

◇評価の高い点 

【理念、基本方針が明文化され周知が図られている。】                
ホームページ等に記載されているコンセプトブックからは、社会福祉法人森友会の 
実施する保育の内容や特性（６つのコンセプト）、使命や目指す方向、考え方を十分 
読み取ることができる。理念、保育目標等を重要事項説明書、入園のしおり、パン 
フレット等に掲載している。新採用職員には採用前合同研修及びＯＪＴで、既存職 
員には誉める保育研修等を通じて周知･習熟させている。保護者等には入園前全体説 
明会･個人面談及び保護者説明会・個人面談で周知している。 
【施設長は、自らの役割と責任を職員に対して表明し理解を図っている。】                                                             
施設長は、本年４月７日に「令和２年度かがやきの目指すもの」として、職員に対 
して、理念や基本方針等を踏まえた園としての方向性を表明していることや園長の 
本年度のモットーを「口角を上げて」とし、自らの取組を表明している。また、本 
年５月から、自ら「たより」を発行し、保育所の事業実施等に関する方針と取組を 
わかりやすく文書化する取組を行っている。  
【子どもを尊重した保育について共通の理解をもつための取組を行っている。】                                                        
子どもを尊重した保育に関する基本姿勢は「職員の心得」に標準的な実施方法とし 
て文書化している。基本的人権への配慮について、チエックリスト、振り返りシー 
トにより定期的に状況把握、評価を行っている。法人は、発達の異なる一人ひとり 
の子ども全員が、遊びを通じて今を幸せに心豊かに生きることを理念として、目指 
す保育の具体的な実例や考え方を、研修や職員会議時に資料等で職員に周知する取 
組を行っている。     
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⑤第三者評価結果に対する事業者のコメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「すべての子どもの最善の利益のために」を基本理念とする本園の教育・保育

の質を更に高めていくため、開園３年目で初めて第三者評価を受審しました。 

受審にあたり自己評価調書を作成する中で園運営全般について職員全体で振り

返ることができ、日頃の教育・保育の良い点、改善すべき点を考える良い機会と

なりました。また、調査当日は、現場の実態を踏まえた的確な助言をいただきま

した。 

今後更なる改善を期待されるとされた項目につきましては、本園の課題として

受け止め、より良い方向に進んで行けるよう取り組むと共に、教育・保育の質の

向上を目指してまいります。 

   

【一人ひとりの子どもを受容し、子どもの状態に応じた保育を行っている】                                                      
子ども一人ひとりの発達段階に応じた個別指導計画により保育を行うが、誉める保

育を基本に、「～したい」という子どもの意欲を引き出す援助に努めている。子ど

もの行動を観察し、そこにある心の動きをとらえ、「ここを頑張ったね」等の言葉

かけから、子どもが自ら行うような援助を行っている。  
【保護者が安心して子育てができるよう支援を行っている】                                                              
日々の送迎時の会話や個別面談等によって保護者との信頼関係を築き、内容によっ

てフロアリーダーや主幹保育教諭等が対応している。 
子どもや保護者への対応で職員間の共有理解が必要なことについては、職員会議等

や共通理解用ファイルを使って職員に周知している。  
【保育士等が主体的に保育実践の振り返り（自己評価）を行い、保育実践の改善や 
専門性の向上に努めている】                                       
保育振り返りカード、虐待防止チェックシート、週案にある目標に対して職員一人

ひとりがどの程度できたのかなど日ごろから意識できる環境を整え、保育者それぞ

れが自らの保育実践を自主点検し、その結果をフィードバックすることで、全体の

保育力向上に努めている。 
職員が交替で保育に入らず全体を見る時間を設定すること等で、フロア全体の保育

を客観視できる経験を積ませ、フロア会議等での改善の取り組みにつなげている。  
◇改善を求められる点 

・園を支えていく人材に育成するための長期キャリアパスが明確でないことが課 

題としてあることから今後の改善に向けた取組を期待する。 

・本園は開園から３年目の施設であることから、今後、子どもの地域との交流を

広げることを目的とした保育所の取組や社会体験の場を広げることを期待する。 

・地域の実情等にそくした、ボランティアの受入や学習等への協力を検討するこ

とを期待する。 
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⑥各評価項目にかかる第三者評価結果（別紙） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


